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1． 背景 

 沖縄県では土壌侵食(水食)による過度の赤土

流出が問題となっており，農地における侵食量の

予測手法の確立が求められている．現在，大澤ら

によってプロセスベースモデルである WEPP 

(Water Erosion Prediction Project)を用いた解析が

試みられているが 1), 2), 3)，日本国内でモデルを適

用する際に必要となる土壌，気象，営農管理など

の各種条件の決定方法は未確立である．町田は，

沖縄県における侵食量の予測手法を確立するこ

とを目的として，WEPP の入力項目の統合的な整

備を行った．しかしその過程で，米国の土壌をも

とに作成された係数の経験式は，国内条件下にお

いて土壌の侵食の受けやすさを過大に評価して

しまうことが示されている．また，現状のプログ

ラムでは，計算期間を通して土壌入力項目が一定

値として設定されてしまうため，耕起などのイベ

ントで効果が変化する土壌改良剤などの侵食量

抑制対策を正確に再現することは難しい． 

2． 展望 

本研究では，沖縄を含めた国内土壌を供試土とした室内試験を重ねることで，侵食の受けやす

さを表現する係数の新たな経験式を作成し，国内における WEPP の適用性を向上させる．さらに，

WEPP のプログラムを再現し，日本の土壌及び気象条件のデータベースを内蔵させると同時に，

需要に則した設定項目やアルゴリズムを付加し，GUI 上での操作を可能にする．これら日本国内

での適用に合わせ最適化したモデル”J-WEPP(Japan - Water Erosion Prediction Project)”を構築するこ

とで，圃場ごとの土壌侵食の実態の把握を容易にし，農地保全への取り組みに貢献する． 
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Fig.1  WEPPのGUI 

 

 
Fig.2  Farming Simulator 17より参考画像 
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